
 

 

 

 

 

（仮称）草津栗東火葬場整備基本計画 

に対する第２回個別対話結果 

 

 

 

 

 
 



 

対話の対象となった事項 
組合の回答 

No 資料名・該当頁 タイトル等 

1 基本計画・P7 
敷地条件の整理 

インフラの敷設状況 

上下水道等のインフラ情報は、要求水準書にて公表予定ですが、上水道の引き込みおよび消火栓

の設置や下水道の延伸等は PFI 事業で整備が必要になります。 

2 基本計画・P15 
想定業務 

造成設計 

本事業における造成設計は組合側で現在進めているため、完成次第、ホームページ等で公表しま

す。また、調整池に係る業務は造成業務に含んでいるため、調整地に関する設計は組合側で行い、

工事は PFI 事業に含めることを想定しています。 

3 基本計画・P15 
想定業務 

事前調査 

対象地については、４か所でボーリング調査を実施しており、調査結果は要求水準書にて公表予

定ですが、追加調査や最終的な確認は事前調査業務に含む予定です。 

4 基本計画・P27 
主燃料の選定 

非常時対応、自家発電設備 

組合側では、都市ガスの中圧管は災害時も途絶しないという前提で理解しているため、主燃料を

都市ガスでご提案頂く場合は、予備燃料は不要と考えています。都市ガス以外の燃料をご提案頂

く場合は、45 件（1 日あたり 15 件で 3 日間）の火葬に必要な予備燃料をご提案ください。なお、

火葬燃料とは別に、３日間施設運営ができるための自家発電設備用の備蓄は必要です。 

5 基本計画・P37 
最適な事業手法の検討 

 資金調達方法 

本事業は「公共（起債）資金調達」によるＰＦＩ事業であり、組合から事業者に対して、年度ご

との出来高に応じた支払を行うことを想定しています。 

6 その他 

造成・建設工事期間中の仮設事務所

および資材置き場等の確保につい

て 

競争における公平性の確保という観点から、組合により隣接地の借地契約を検討しています。 

7 その他 
設計業務関連の報酬の概算につい

て 
令和６年度国土交通省告示第８号別添２第１２号第１類により想定する予定です。 

 


